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1．はじめに 
 近年,社会人がワーカホリック状態になり,う

つ病などの精神疾患を患ってしまうことが問題

となっている.ワーカホリックとは,仕事のため

に私生活の多くを犠牲にしてしまうことである.

実際,厚生労働省(2013)の発表[1]によると,精神

障害の労災補償の請求件数が 1,272 件で,3 年連

続で過去最高となっている.また,日本では 1 週

間あたりの労働時間が 50 時間と世界各国の中で

も多い.一方,政府はワークライフバランスの重

要性を明示しており,具体的な対処は自治体や企

業に委ねている.しかし,自治体や企業は,社員の

私生活まで管理することは難しい. 

本稿では,ワークライフバランスを支援するた

め,社会人の生活,特に社会人でも親しみやすい

趣味に注目した.中央調査社の中央調査報の「生

きがい」に関する世論調査[2]によると,「趣

味・レジャー」に「生きがい」を持っていると

回答した人が最も多く,趣味を持っている人は肝

疾患になる危険度が約 3 分の 1 に減少するとい

った結果[3]も得られている. 

趣味に関する従来研究では,梅村ら[4]がニッ

チな趣味を持つユーザがユーザ間で情報交換で

きるコミュニケーションシステムを提案してい

る.このように,情報交換の際,趣味を基点にした

研究もなされている. 

その他にも,趣味に関する従来システムとして,

自分の嗜好からつながりを広げる ULTEMA[5]や,

関心のあるコンテンツをまとめることができる

機能がある facebook[6]などがある.これらのシス

テムでは,ネット上でのコミュニケーションのみ

であるが,本稿では,会食が仲間意識を高めるコ

ミュニケーションの場としての役割が大きい[7]

ことに注目した.また,会食時に限定することで,

多忙な社会人でも容易に参加することができる. 

 

 

 

 

 

 

そこで,本稿では,会食を通じて趣味を共有で

きる場を提供することで,仕事から一旦離れた場

での社会的なつながりが持つことができるワー

クライフバランス支援システムを提案する. 

 

２．システム概要 

本システムでは,社会人でも参加しやすいよう

に,会食をしながら気軽に趣味に関する会話がで

きる機会を容易に作ることができる Web サービ

スを提供する.本稿では,趣味をより共有しやす

くするために「趣味に関する交流の促進支援」

と社会人を対象にしているので「多忙な社会人

のイベントの作成,参加の容易さ」が重要である

と考えられるので,これらの 2 つをシステム要件

として,本システムを開発した. 

趣味に関する交流を促進するために,自分と相

手との趣味やレベルをイベントに参加すること

でマッチングさせる.また,相手との趣味に関す

る交流により,自分の趣味にはない相手の趣味に

触れ合えることで,新たな趣味を発見することが

できる. 

多忙な社会人のために,昼食時や夕食時にイベ

ントを作るようにする.それにより,会食をしな

がら気軽に趣味に関する会話をすることができ

る.イベント作成時には,イベント場所を現住所

から近いレストランを推薦することで,容易に場

所を指定できる.イベント参加時には,現住所か

ら近いイベントをレコメンドすることで,自分の

趣味に合った,現住所から近いイベントをすぐに

見つけることが可能になる. 

 

３．データモデル 
２章で挙げたシステム要件を満たすようなシ

ステムを開発した.本システムの詳細について,

そのデータモデルを説明する. 

本システムで用いたデータモデルはユーザモ

デル,趣味モデル,イベントモデル,店舗モデルで

あり,これら 4 つのモデルを作成した.以下は図

２に沿って各モデルの詳細を記す. 

(i)ユーザモデル：ユーザの個人情報を格納する

モデル.特に,住所(勤務地)や趣味モデルはイベ

ントを推薦する際に重要な情報である. 
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(ii)趣味モデル：趣味とそのレベルを格納するモ

デル.このモデルはユーザモデルとイベントモデ

ルに格納される. 

(iii)イベントモデル：イベントに必要な情報を格

納するモデル.店舗モデルや趣味モデルによって,

ユーザに推薦する. 

(iv)店舗モデル：店舗の詳細情報(電話番号,住

所,URL)を格納するモデル.今回は Google Places 

APIを用いて,詳細情報を取得している. 
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図２：データモデル 

 

４．システムの実装例 
図 3 は実際にシステムを使う際に表示される

ページの一部である.他にも,イベント閲覧や,店

舗詳細などのページがあるが,システム要件で最

も重要な①マイページ(イベントが推薦される)

と②イベント作成(趣味や現住所から近いレスト

ランが推薦される)のページを図 3に載せた. 

図 3①のページの前にはユーザ登録ページが表

示され,ユーザに必要な情報を入力してもらう.

そして,ユーザ登録完了後,図 3①のページへ移る.

このページはメインページであり,イベント作成

や参加などのページへ移ることができる. 

 図 3②のページはイベントが作成できるページ

で,自分の趣味から選択し,選択した趣味に関す

る人たちが集まるようなイベントが作れるよう

になっている.また,イベント作成がしやすいよ

うに,住所,勤務地から近いレストランを推薦し,

容易に選択できるようになっている. 

①マイページ ②イベント作成 

 

 

図３：システムの実装例 

 

５．まとめ 

 本稿では,ワークライフバランスと趣味に注目

し,趣味によるワークライフバランスシステムを

提案した. 

 本システムでは,社会人を対象に,社会人でも

参加しやすいように,食事時に面と向かって趣味

に関する話ができる機会を簡単に作ることがで

きる Webサービスを構築した. 
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